京大広報 No. 310 by 京都大学広報委員会
Title京大広報 No. 310
Author(s)
































京 都 大学広報 委 員会
司、 札ι 一・明W..マ ー
LEVIATHAN, 
0 R, 






一一－LOJ.U。ぺ＂＇－－~－－・e・ h町、，腿耐岡山., .ヲ，MC恥前‘，. ，~・＂・























日 誌 ・……・…・・・－…一一……………・・……………..go 









































京大広報 1_986, 4. 15 























































































































































ケンブリッジ大学は， IsaacNewlon (1642年～1727年）の偉大なる業績を誇りとして， そ









た。 その 3人は， JohnHerschel (1792年～1871年） , Charles1Babbage (1792年～1871年）




る日，彼らは一つの哲いをたてたのです。 “To do our best to leave ihe world wiser 
than we found it.＇’これは， この若者たちがニュートンの思想の真髄に触れ，そして単なる
先輩の学問的業績の信奉者になるのではなく，この先人の業績を越えることによって，ケンブ
リッジ大学にその伝統にふさわしい活気のある改革をしようというものでした。
















の学界に貢献しよう と意気に燃えている諸君に，先ほどの 3人の苦し＼ ‘＇To do our best to 









































































































































































ヤ白及び「｜当，宿泊料）を交付するもので， 派泣区分は，6か）J, 3か）J, 1か月がある。
派泣1-6:分 j好岡市 ），.） 峨~ l忘 名 主な派逃 14 研 究
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6かJi経済学部教托｜浅 i(1 t筑 l1. アメリカ合衆同 ｜芸製品目減商店主義た企業制i紋と
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古典インド知識論の研究
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手ラ合ノ〆勺国細胞分'l~ の分子機縦び（.：：. D N AfYi 
フィンランドJ島平1r司 宮に｜刻する研究訓査
'"' ＇ アメ リカ介衆 I I ；新規複素環化合物の合成と反応に~I









































































































































































オーストラリア述：Nitえびニュージーランドにおけるjf~~.rxn.研究機関の，DIJ'.l!f.ヲ1fo~ I ii~ :fミ
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全』 Summaetheologicae, Venetlis, 1482であ
る。但し全巻の 4分の lにあたる第1部だけー であ
る。 1500年までに出版された書物を，一般に揺藍






















宝』 England‘str ea sure by forraign trade, 
London, 1664 （初版），ジョサイア ・チャイルド
Josiah Child の『貿易ならびに利子のI洛説』
Brief observations concerning trade, and 
interest of money, London, 1668 （初版），ウィ
リアム・ぺティ WilliamPetty の『政治算術J




政治論』 PolitischerDiscurs von den eigent-
lichen Ursachen des Auf-und Abnehmens der 
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保；｛建コーナー
“健忘症”のこと
日常“物忘れ”とL、う場合，その巾味はさまざ
まで，人や物の名前がでてこないということであ
ったり，置き忘れであったり，人との約束を失念
してしまうようなことを指すこともあれば，昨11
なにをしたか，あるいは一週間まえ向分がどのよ
うにして過ごしたかを1泣いだせないというような
ことであったりする。要はいろいろな意味での記
憶の病理が問題となっているには追いなL、。とは
言うものの，よく知っている物の名前が憶いだせ
ないのと，先週自分が何をしていたかを憶いだせ
ないのとでは，同じ記憶の障害とはいってもずい
ぶん異なっている。つまり，習い憶えて知識とな
った記憶（例えば言葉）と，その人にとって一度
きりしかない時間の流れにそった体験の記憶（例
えば一週間前の憶い出）とは，基本的に区別され
るべきものだということである。ふつう医学的に
健忘症とし、う場合には，あとの，体験の記憶の障
害の方を折している。 rli者の方はふつう失語症な
どの拡状の一部として扱われることが多し、。
ム ム
｛珪忘は！）ij行性健忘と逆行性健忘に大別される。
例えば，頭を強く打った場合，もしな識が無くな
るとその聞のことを憶いだせないのは当然である
が，意識が同復してからも，その後に引き続いて
休験することを記憶に留めておくことができなく
なることがある。これが前行性健忘である。一
方，頭を打つ以前の体験も時に憶いだせなくなる
ことがある。軽い場合にはほんの数分間のことも
あるが，数時間にさかのぼって憶いだせないこと
や，時には，何日，何か月，何年にもわたって，
記憶が失われてしまうこともある。これが逆行性
能忘と呼ばれるものである。
｛健忘を主とする記憶障害は， jよく健忘症状群あ
るいはコルサコフ症状群といわれ，これは， 1) 
前行性他忘ないし記銘力障害， 2) 見当識障害
（自分は今なぜここにいるのか，ここはどこで，
今はいつなのか， といったことが分からなくな
る） 3) 作話（ずっと病院にいる人に，先程まで
どうしていたかを尋ねると， “会社へ行ってきま
した”と作えたりすゐ）， というこ三組状からtr.り
たっている。しかし，こうした健忘症状群は必ず
しも常に三症状がしっかりそろって出現するとは
限らなし、。ごく軽い場合には，記銘力の障害だけ
が目だって，見当識はだいたい保たれ，｛乍話も生
じないということもある。一方，見当識が強く障
百されているのに記銘力障害は全くない，という
ようなことはまず起こらなし、。
ふム
それでは，このような健忘症状群はどんな時に
生じるのであろうか。実は，脳のほぼ中央部に記
憶回路とよばれる領域のあることが，最近になっ
てだいたい確かめられてきており ，それは大脳辺
縁系といわれる部位にほぼ相当するもので，以前
から情動と関わりの深い部位と考えられてきた領
域である。体験の記憶と喜怒、広楽といった情動と
が脳のほぼ同じ部位によって支えられているとい
うのは大変興味深いことであるが，そのことの意
味はまだ十分解明されているわけで、はない。
健忘症状群をひき起こす主な病気としては，桜
性アルコール141.,J，一酸化炭素中お， 頭部外傷，
脳炎（とりわけへルベス脳炎）の後遺症などのほ
か，いわゆる老年fj呆やアルツハイマー病に代表
される初老期幼i呆などがあげられる。老年痴呆な
どの場合には健忘症状群を必ず伴うといっても過
~ーではないが，それのみが単独でみとめられるの
は比較的初期のみであり ，ある程度進行してゆく
と，言語の障害，行為や認知の障害，一般的な知
能の障害などが必ず出現してくる。記憶の障害だ
けが，つまり健忘症状訴だけがほぼ独立に出現す
る代表的な病気は，アルコール中寄性のコルサコ
フ症状群である。
この他，一過性全健忘とよはれる病気がある。
これはある一定の時間の間だけ健忘症状群に陥る
もので，その間，自分がどうなったのか，何故自
分は今ここにいるのかが分からなくなり ，こう し
た状態そのものも次々と忘れ去られてゆくため
に， “一体どうなってるんだ”という意味のこと
を何度も繰り返すことになる。発作が終わると，
発作の聞のことを全く憶えていなし、。原因の多く
は一過性に脳（記憶回路の一部）の血流が低下す
るためと考えられている。
最後に，全生活史健忘にふれておこう。これは
。。 。
